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平成３０年度液状化
（耐震）対策工事箇所

T‐2

大分空港整備事業 地震に強い空港とするための液状化対策を実施中

  

：災害時対応活動エリア(案)     ：事前耐震整備が必要となる範囲     ：既往 SCP 改良範囲 

対策範囲②：L1液状化範囲(平面積:5,500m2) 対策範囲③：L1液状化範囲(平面積:4,000m2)
対策範囲①：L1液状化範囲(平面積:9,000m2)

｢あり方検討会｣で想定されている災害時活動

エリア(案)のうち、脱出誘導路の活動エリア

をレベル2地震時に液状化の発生するT-2から
液状化の発生しないT-3へ見直す。 エプロン部の沈下量は

5cm以下となる。

H11-○、H21-○：既往ボーリング

P1-○：既往ピエゾドライブコーン

○平成２５年度 九州管内空港耐震対策検討委員会 2014年3月（国土交通省九州地方整備局）

大分空港

対策済箇所

未対策箇所(平成
31年度以降実施)

液状化対策が必要な箇所

凡例



大分空港の液状化対策では、九州管内の空港では初となる「静的圧入締固め工法」のCPG工法
（コンパクショングラウチング工法）を採用をしています。

CPG工法の概要
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削孔の状況

注入の状況

※航空機の運航していない
夜間に工事を行います。


